
協和-ど-合のあゆみ

第3 1回から十年の足跡

安嶋　将

回峰か　謡曲｢杜若｣ゆかりの地新譜　知立の弘法大師のお寺で謡う前年の第3 0回記念大会を防府
市で開いた後､三十周年記念誌｢うとう｣　の編集に取りかかり'この第3 1回間近の十月に発行した｡記念大会までの余韻を胸に､また協和うとう会を盛り上げていこうというわけであった｡

会場は'謡曲　｢杜若｣　(か

きつばた)　の舞台である知立市で協和発酵の関係会社の工場長を務めておられた平尾学さんが､地元でのお付き合いを通じて弘法大師が建てられたというお寺･遍照院の大広間を借りることができた｡
ご住職夫人も謡曲を噂んだこ

とがあるということもあって､極めて好意的であった｡
名古屋支社が地元ということ

で'当時支社食品所属の西野邦明さんが会場設営関係の事務を
7手に引き受けた｡同じ食品に

｢能面｣を彫る田中源司さんがおられ'幾つかの作品のほか制

作過程がわかるように､制作途中のものやノミなどの道具も会場に持ち込んで展示した｡
参加者は､oB社員､家族を

含めた六十四人｡番組のように三十二曲を謡い､舞い､嚇す充実した会になった.第1日の最後は全観世による素謡｢杜若｣でシテ新井純さん､ワキ浅井昇さんであった｡第二日は服部幸さんをはじめとする在京社員の夫人グループが参加して　｢千手｣　を謡った｡

今回の会社補助は特別の配慮
で五十万円を受けた｡そのうちの半分を記念誌印刷代にあて､残りが交通費(後に補助対象から外される)･会場費･番組印刷費などの補助であった｡記念誌は二百部作り､会員に!冊千円で頒布した｡

注番組は印刷後の変更を修
正してありません｡

千曳四年十一月七～入日　開演午後一時始

竺十一回　協和-と-合各組

於　知立　弘法山　遍照院

(官･宝)

ロカ

(堺･大)

ヽー凍

(第一日日)

十　　　漣

シテ　中　里　宜　資

プレ　舟　木　正　美
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子　山　野　順　エ
シテ　上　森　　　泉

ソレ　服　部　　　辛
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大臣　飯　治　義　絶ノレ　大　株･良　作

シテ　寺　西　正　行

ヮ十　番　野　郎　明
ヮキンレ　山　家　多阜男

ワキ　小　池　才　子ワヰ　松　本　　　且

暴発曝　高　井　春　樹

弁　磯　子

木　谷　芙美妓内　田　和　子

富　岡　啓太郎大　椅　良　作岡　田　英　明残　部　武　夫

羽

村　丸　吉

望月美江　朋如相加

千　見　　　学吐　息　　　明西　村　　　淳吐　息　　　明子　見　　　学

(終-予定午後二時項)



諾脚　神前で謡い舞う
第平日　　椿大社に熱演を〟奉納〟第2 1回以来の神社での開催と

なった｡毎年の会場探しなどの世話役を務めている四日市グループが､いわばお膝元の格好の会場として椿大社(おおやしろ)を選んだことは自然な流れだったといえる｡ところが､さらに四日市工場にここの氏子さんである辻忠和さんがおられたのである｡辻さんのお骨折りもあって会場使用については'いろいろと好意的にしていただいた｡辻さんには夜の懇親会に清酒を差し入れていただいたうえに､会場からは　｢千円未満は切り捨てさせていただきます｣　というご配慮を頂戴するほどに〟顔〟がきいていた｡｢熱演奉納｣　のご利益であった｡

参加者は四十八人で例年より
こぢんまりしたが'地元四日市グループからは新人小畑(現大島)菓子さんを含む十1人が参加した｡小畑さんは仕舞で　｢羽衣｣　を舞った｡参加人数は少なかったが'番組のとおり､素謡十三番をはじめ'独吟･連吟･仕舞･独鼓･一管･一調･舞嚇

子と例年に変わらぬ内容であった｡

第7　日は全観世の素謡　｢野

宮｣　(シテ西村淳さん'ワキ富岡啓太郎さん)､第二日は全宝生の素謡　｢三井寺｣　(シテ平尾撃さん'子方長倉久子さん､ワキ鈴木正美さん'ワキッレ近藤明さん)で締めくくった｡
二日間を総括する打ち上げは'

恒例の三本締めに代えてご神前での　｢二礼二拍一礼｣　で締めた｡

後日､月刊誌　｢観世｣　(槍書

店発行)に'この会の写真二枚を添えて　｢協和うとう会｣　の紹介記事を寄稿することになった｡土浦市で開かれた謡曲の会で､富岡啓太郎さんが槍書店の方とお会いしたことがその発端であった｡その原稿の"執筆指令"が事務局の安嶋将に下り､次ページのような記事となった｡

そして'この記事が翌年の能
舞台でのうとう会開催へとつながったのであった｡

千嵐五年十一月十三日　(上)～十四日　(8)

竺十孟　協和-と-合各姐

於　三尊県　椿　大　社

(本･観)

高　　　砂

(大)

大仏供養

(第一日)開演午後l時始
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『観世』誌　平成六年二月

号掲載記事

｢協和うとう会｣

三十二年の歴史刻む

協和発酵工業㈱の現役社員･

OB､そしてその家族の謡仲間が東は茨城､西は福岡から､毎年一回'七㌧　八十人集う　｢協和うとう会｣は､平成五年で3 2回を重ねました｡昭和- 5年7月に発足して以来､観世流･宝生流合同で運営してきました｡

当初は一日だけの会でしたが'

第1 2回以来二日間にわたる開催となり､これだけの規模で宿泊つきの会場探しが大変です｡参加者が前記のほか東京･静岡･愛知･三重･大阪･京都･山口からきますので'特別なことがない限り中部･関西地区に会場を求めることにしていますo　たとえば､奈良･薬師寺'滋賀･三井寺法泉院'静岡･可垂斎､滋賀･多賀大社､三重･椿大社などのお寺や神社'または､各地の国民宿舎で催してきました｡平成元年は､会の創設者の一人である水原一瓢さん　(宝生流能楽師･会社oB)　が'自宅に能

舞台　(大和六瓢能舞台)　を造られたことから神奈川県での開催となりました｡

二十周年と三十周年の記念大
会時には'記念誌　｢うとう｣　を発行して､会の歴史や全会員の近況紹介を行っています｡　ちなみに　｢うとう｣　は'謡う､打とう､にかけたもので､謡曲｢善知鳥｣　と同じ発音ですo

会の模様は'素謡に始まり独
吟･連吟･仕舞･独裁一管･一調･連調･舞嚇子･番嚇子と'二日間にわたり熱演が続きます｡初日の夜は'懇親会と申合せでこれまた盛り上がります｡

輝子の方も笛･鼓･大鼓　(お

おかわ)･太鼓と会貞の中で揃います｡観世･宝生合同ですので'嚇子方は二番続いたり､次に素謡の役や地頭が続くといったことも珍しくありません｡

また'会員と会員以外の社員
に能面を打つ人がいて'会場に完成した作品のほか制作途中のものを持ち込んで'展示してくれたりしていますo　しかし､残念ながら､その面をかけて舞った会員はまだおりません｡

会員の中で'能舞台･能面･

嚇子方が揃うわけですから'これを会の一つの誇として､精進を続けています｡
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ソテ　水　泡　彰　t　　　　ヮキ　山　田　為　えシテ花　田　有紀子　　　ワ+　甘　谷　立　身井*子

生月美妓　絹洲絹太納　車見　学木谷-粗　相別段約　千見　学

(宝合同)

三　井　奇

相　免　官

シテ　千鳥　　草

子　長　倉　久　子

ワキ　舟　木　正　美
ウキプレ　吐　息　　　明

(i･了予定午後二時項)

能舞台の後は保津川下り
うと,呈戸紅葉の紅もさかんなり

この年四月下旬発信の開催案
内に　｢昨年のうとう会の後すぐに今年の会場探しに入り'めざす醍醐荘が結婚シーズンで無理とわかり'さて… ､と思っているところに磯部さんが『観世』に掲載された協和うとう会の記事を鼓の先生(久田舜一郎師)にお話ししたことからトントンと話が展開し'めったに使えない会場で-｣　とある｡名前のとおり大本教の総本山であり､能舞台が二つもあって'うとう会は奥まった別館の大広間の舞台を借用できた｡大本教の研修生という形で舞台使用･宿泊するため､二日目の朝は全員が大講堂で毎朝行われる〟お勤め〟を信者の方々と一緒に終えてから朝食をとった｡

今回は当日になって体調不良
などで数人の欠席者が出たが､前回より多い五十六人の参加になった｡しかし'参加グループは宇部･防府･大阪･堺･四日市･富士･本社･土浦で､事業場の謡曲部がすべてそろった｡

外界との関係をまったく断っ

たような会場で､全観世の番磯子　｢小督｣　のほか､素謡十三番'舞嚇子･仕舞･連吟など例年のとおりの賑わいであった｡

これまでの番組は活版印刷で
すべて外注であったが､今回は磯部さんがワープロ自宅作業で印刷原稿を作り､その印刷だけを外注して経費節減をはかったoまた､この本格造りの舞台ならではのエピソードもあったo　切戸口の引き戸が長年の使用のためその敷居とともに相当に磨り減っており'開け閉めがたいへん重かった｡私(安嶋)が洗面具に石鹸を入れていたのを思い出し'それを摺り込むように塗って大分軽くはなった｡しかし開け閉めする進行係の杉山喜好さん(防府)にはご苦労をかけた｡

亀岡からの帰路は､紅葉の保
津川沿いにトロッコ列車で嵐山まで下った｡これも磯部さんのご尽力により､この観光シーズンに希望者四十八人の指定席が確保できた｡車窓から眼下の急
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流を下る舟に歓声を挙げながら｢保津川下り｣を楽しんだ｡

見出しの　｢うとう声紅葉の紅

月美江さん(富士グループ)が三島市から打ってくださった祝電の一節であったo

もさかんなり｣
第一二　十一二

は､謡仲間の望冒協和-ど-全番組

平成･一ハ年十一月十二､十三日於　4i)岡　大本　　　春暢農
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八息　　　和鹿

藤田　　　良朝

田mM西村　　　　淳花田　有紀子永岡　　　卓借

武夫

ワキ　寺谷ワキ　大森　　　大陸
ワキッレ　但見　凍啓



笹-乙　段
へ防府一

日HM

師木野

玄　　象　ッ㍗　叔相賀

内田　　　和子

慈

邦落水ヰ

勇治

土　　蜘　シ㌘中㌘　宜㌘

ワキ　竹林　　　　臭ワキ　大林　　　良作

(宝生)

胡蝶　野村　　　博子ツレ　長倉　　　久子

(弟二日目)　明津

午前九時予定

巻　　絹　ッ㍗(堺)

mM山　　　山川ーql凪

へ宝生)

点羽　法　k叩

(宝生)

借｢･iエ･島
r ～_I

熊　　野　ッ㍗
(&*)

通小　町
､時々＼

頼　　　政

5日E3爪

PHM

佐藤

水泡

悶…凹

謡徒#　lヰ･
長倉　　　久子

4e林　　　寺東
平見　　　　学高山　健　1　%

ワキ　　山口　　　盤次

HHM

内野

手村

任

西野鼻田村凝林
和子

止叩手口坪森脇

亮

ワキ　浜B　仲一郎
ワキッレ有本　　　勝

土蜘味
(四日市)

ーモS#頼光

シテ

日田

山車津埼山野

S&

音岡　阜太郎
りtl歳

多一書方

長子噸三

正且へ

ワキ　上森　　　　茂

細く長くやってまっせ

堺工場謡曲部

堺工場謡曲部として｢協和う

とう会｣に参加したのは､昭和四十三年の第7回からである｡

その後数回の不参加があるものの'福島得先生(故人)､現在は磯部武夫先生のご指導のもと､部としての活動を続けている｡

お稽古は､毎週木曜日､社員

クラブ｢うりの荘｣で行っており､写真は､左から磯部武夫先生(小鼓)'村上静男さん　(元宇部工場､現千代田開発'笛)､網野政美･水滝彰一･山田義之さん､そして藤井武夫さんである｡村上さんは､笛のお稽古のために最近より参加いただいており､氏の笛に対する熱心さには他のT同大いに影響を受けている｡写真の稽古風景は､近々こうありたいという願望が込められたものである｡

磯部先生からは､情景や登場

人物に合わせた謡､また謡の拍子･テンポについて何時も注意をされるが､なにせ予習復習どころか､お稽古の参加もままならない面々にとって､ひたすら棒読みのうたいが常である｡

部としては'細々とした活動

ではあるが'それだけ息長く､秋の｢うとう会｣と春の｢中謡会(一昨年二十周年を迎えた)　｣には､　(たとえ練習不足ではあろうとも)　参加し続けようとひそかに決意をしている次第である｡　　　　　　(水滝彰一)
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昔ユ丸計一洗
ーモ　山田ツレ　木野

小妄親藩俊　　寛
へ仝宝生)

三　　笑
MKIE=爪

肘親書

･ンテ　尊上叩

シテ

泰戒

寿　　髄　　子望月　　　美.a

並骨　髄　子
点と却露

将　ワキ　水泡

東　　　　　　り.l読

手見　　　　学

並恭　　　　明尊木　　正美

岡田　　　英明三池　　　公息

平尾

学

書同港太巾

彰一　織部　武夫　平尾

ワキ　岡田　　　英明

学

ッレ(杜仲*)ッレ有印明)

シテ

官岡　啓太郎西村　　　　淳

新井　　　　絶

｢養老｣ゆかりの地で

故水原一瓢さんを偲ぶ

この年二月'協和うとう会の

重鎮のl人である水原1瓢さんが亡くなられた｡このため､今回の会場には　｢六瓢能舞台｣　も候補にあがったが､四月に交謡会(協和うとう会関東版)をここで　｢水原丁瓢師追善｣　の会を開いたことほかの事情から､地理的条件などを考慮した通常の会場探しで謡曲ゆかりの　｢養老｣

の地となった｡グリーンハイツ養老は　｢国民年金保養センター｣　の1　つで､年金受給者は宿泊料が割引されるといううれしい施設であった｡

参加者は五十一人であった｡

水原一瓢さんを追悼する曲が全宝生の素謡　｢鵜飼｣　をはじめ｢清経｣　｢玉葛｣　｢井筒｣｢融｣　などを謡い､懇親会では

水原夫人の圭子さんのお話しもいただき､謡仲間であり師でもあった水原さんを偲んだ｡
ご当地の　｢養老｣　は､第1日

の最初に本社観世グループがシテ但見靖啓さん､ツレ藤田良輔さん'ワキ八尾和康さんで謡った｡よく働く孝行息子が山中で酒の泉を見つけそれを汲んで帰って酒好きの老父を養ったという伝説の　｢養老の滝｣　が会場から近く､朝の散歩がてら行って来たという人もいた｡ただし､閉会後に養老駅までのタクシ-乗って　｢養老の滝を見たいので

回ってくれませんか｣　と頼んだところ､行楽シーズンとあって滝への道路が渋滞しており　｢養老の滝を見たいなら平日に来なさい｣　と笑われ　｢幻の滝｣　となった｡

今回の会計報告には'　｢昨年

は五万円ほど剰余金を出したので､今年は配付する写真代を会の会計でまかない'若干の赤字
(約五千円)にした｣　とあり､開

催地に近い事業場から毎回のようにいただく自社酒類の差し入れが､会社補助とともに会の財政上たいへんありがたかった｡

第一二　十　四　回

協和うと-全番組

平戊七年十l月十1'十二日射　岐阜グリンハイツ本　義
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(第1　8日)　　　明津

午後一時

田川柑

り.Tu祷

花妄五言清蒜暴言
晩　　　生　　　府　　　観

＼ノ　　　　　　　-　　　　　　　-　　　　　　　　　)

顛　　匿　葛　経　老

ッレ　藤田　良3F

シテ　但且　靖啓

ッレ　壬村　節子
･ンテ　浜EB紳一郎･･ンテ　平見　　　学

ッレ　藤沢佐都子
･ンテ　加藤弥生子裁･政

止T7

ワキ　人見　和才ワキ　内田　和子ワキ　近藤　　　明ワキ　最下　尚夫
ワキッレ藤井武夫

木谷　正教



(四日市)

鹿　　　　野

止互Tワ丁吐仇　小　計｢

閉脚凹

鶴-プヽ　段班　　　　⊥父

･賂1

騎-すヽ　段

ーモ

滝野古史,a

小　督　ッ.:.L津川㌔郎三
(宝生)

紅葉狩　シ."レ野誓博雪

間附凹

化互丁子吐仙　小　町

井赦す
せ且

(仝観せ)
正　　尊

#*,bL

也凧ji

諸ンギ万

-ナヽ　良

子　　内田　和子坤和　田.y　博幸点経　岸田　羊二
･ンテ　磯部　武夫

(農二日目)　　　明津

(四日市)

通小　町
(土浦)

紅葉狩

人西　竹古　臭中　　三　tF

尾野林官　長里　　池　壇

か邦　男　幸宜　　公　博

&明　実治　三青　　息　辛

ヮキ　網野　正美ヮキ　矢見　幸三
ワキツレ　中里宜牙

止丁壬村　節子内田　か子唐本佳代子長倉　久子高横　手臭大祐　良作近藤　　　明

清　雲井羽敦　四屋

林

経感度筒衣盛位手島裁

･4-円mM

チ

簾田　良3F官珂啓太郎永岡　書信唐本佳代子内田　和子花町有紀子
音同港太郎か恭弥生子

平尾

藤井　武夫門林　東方平見　　　学高山健　l　巾

武居　泰生山Eil　あえ河瀬　　隼

ヮキ　安も　　将

午前八時三十分

京　　　　　　).読

ッレ　上森　　茂

シテ　山車多さ男

ッレ　須藤　息虹
･ンテ　松見　英奴

ヮキ　洩井　　井ヮキ　笹井　点呼

(&*)
冷　　風

山赦
玉u　十

滴ハ

(宇部)
三　井寺

(堺)

首　知　鳥

羽

(仝宝生)

鵜　　飼
附丸首

ッレ　古平　勇治

シテ　瀬島　骨租

裁
姥

キ　　‖′

一

■1仙H叩一

任

mM牧

高林　孝夫

.羽

音同番太郎

門mM

ワキ　竹林　　　央

近藤　　　明叫却　武夫
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EHm

水原

羽

子　　花田有紀子

シテ　岸田　羊ニ

ッレ　山田　点と

シテ　山口　整次

藤　　　　　　子

-及･　　大林　良作

圭子森脇　　　長官同港太郎

ヮキ　永岡　壬借
ヮキツレ青谷　正勝

ワキ　水泡　彰一

音岡啓太郎三池　公息

社簾　　　明平見　　　学

日田

り誌

シテ　叔治　点延

ワキ　秘本　　正
ヮキツレ河基　幹卑

(終了予定午後二時三十分)



憲　調pA誹と親子共演が実現
会場は四日市グループのお膝

元の一つで'｢厚生年金　ハートピア長島｣　が正式名称｡木曽川と長良川に挟まれた立地で､いわゆる長島温泉より上流に位置するがここにも温泉が湧き神経痛･腰痛･肩こりなどに効能

があるという｡名前が示すように年金受給者は割引がきくので'事前に調査したところ参加者四十九人のうち十五人が該当し'うとう会の高齢化を証明することになった｡

番組の編成からワープロ入力

まで一手にやってこられた磯部武夫さんの技術がますます向上して､印刷屋が梓書体の活字で組んだものと全く区別がつかない出来映えの番組になった｡

四十番を超える会の内容は番
組のとおりであるが､うとう会初めての狂言謡｢小舞｣　が西村淳さん(本社)の精進によって演じられたo　このために本社グループの面々に前もって特訓が行われていた｡

これまたうとう会初の親子参

加･共演が二組もあったC　富士グループの三池公恵･曜子さん母子'防府グループの木野邦器･咲百合さん父子で'これまでに何組かあった夫婦参加の幅を広げ､うたい文句の　｢協和の現役･oB･家族の謡仲間が集う｣　協和うとう会ならではのことであった｡

舞台は施設の一番奥の大広間

であったが､一般の滞在客がその音声に誘われてお連れとともに聞き入ってくれた｡

弟三十五回

協和-とう全番組

平成八年十-月十･一ハ8　(土)　十七日　(t3=)於　三貴県長島町　卑生年金ハー-ビア長も

(第一日日)

東

巴

子　　谷崎　　組子

(鶴(東(辛

貰　霊　冒子〉)　吾洗

｣､

亀　北　町

丁立

景　三　俊　隅

井　　　田

清　寺　荒　川　連

東　上森　　　泉と　網野　　政美

シテ　津埼　　長子　　ワキ　山野　　噸三シテ　田村　　五井　　ワキ　但兄　　妹啓シテ　木野　咲甘食　　ワキ　内田　　和子

吟

山水山　東か瀬音竹　本平鍵
田滝口　沢藤　島書林　山鳥冶

佐弥　　　　徒

弟彰盤　都生首勇　一　点
と-次　子子救治棄　郎学延

歌　　占

船　弁　慶(土浦)定　　家(宇部)善　知　鳥(防府)

独

山　　　姥枕　の　段山　　　姥

連

羽　　-及･

クセ

海馬天狗(音士)松　　風(仝観世)

洩井佐弟

子　　　　西野　　和明

シテ　松見　　英般シテ　花田　有粒子

ツレ　　内田　　　和子

シテ　島田　　　薄志

井

恒治

ワキ　回.g　　博幸
ワキッレ　頒鼻　　息虹

ワキ　岸田　　　羊二ワキ　竹林　　　実
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近高　　音　平　大高

藤林萌　岡　見　鵜林政
%

失大　　太　　　良寺

尾林　　中　学　伸夫

シテ　中里　　　宜育

子　　　　野村　　祥子ツレ　　　洩井　　　　井

シテ　森脇　　　亮

太

ワ　　　　ワ　九中三　　西　中　三

キ　　　　キ　山里池　　村　里　池

場　　　矢

部　　　長　和宜呼　　　　宜　公

美育子　　薄　資　息

武　　　幸

夫　　　　三



(第二8日)

放　下　僧(宇部)過言〉輪

狂

-PT治　の

#

木　　城
日u Ei5通　　盛野　　営

･官-ハ　　"底1

通　小　町(大阪･堺)

小

林　の　下

ッレ　　　西本

シテ　古谷シテ　木谷言　　残

晒

吟

相済　千舟九時

鵜と
正*　　ワキ　永岡　壬借

正教　　ワキ　洩井　　　井

り吉レ　佐藤　　恒治

西村　　　浄

阿野

-富ハ

船　弁慶(仝宝生)野　　営(本社)

乱

シテ　本棟

永岡　　手借森脇　　　亮音珂　偉大%

孝夫

山　田上妾蝿

家並森島帝

多

さ博　　　武

男辛茂将夫

成羽法師

■

淡　　⊥又

子　　　平見　　　学

シテ　人見　和博

lT
西村内西村子

ヮキ　失息　　幸三
ヮキツレ　乾恭　　　明

ヮキ　大森　　　大睡

ツレ　　　山田

･ンテ　最下

♯住

建　　政
林立-一く段

笹-ブヽ座

り衣下僧　小牧

+

点･bJ

尚夫　　ワキ　山口　　盤次

西村　　　洋野村　　祥子内田　　和子花田　有紀子西本　　鹿と

田　村　　大林　　良作

三書　か書

池珂　*岡

盾　弥居
合太　生太　　-

小
息和　子郎　　)

ED

*

妾　　　宅

勧進帳

(&*)
肘丸首

子　　　木野咲す合同山　　浜田紳T%

シテ　木野　却温　　ワキ　舌官　勇治
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アクシデント続発でこぢんまり

孫?との共演など内容充実

ぅとう会を一カ月足らず後に

控えた十月､素謡｢百草のシテで参加することになっていた土浦グループの笹井義晴さんが､工場前を走る夜の道路で交通事故にあい帰らぬ人となった｡すでに番組が出来上っておりその

まま記載されているが､当日ワキを務めるはずだった須藤恵紀さんが独吟に切り替えて涙に咽びながら謡った｡さらに会の前日になって二人の欠席者が出るなどして､四十人のこぢんまりした会になってしまった｡

前回に続いて小学六年生の木

野咲百合さん(防府)が参加､素謡｢羽衣｣のシテと｢隅田川｣の子方をしっかりと謡い､喝采を浴びた｡｢羽衣｣は役も地謡も女性だけで謡ったので､咲百合さんからみるとあたかもお姉さん､お母さん'おばさん､おばあちゃんと共演という感じになり､ほほえましい一番であったo西村淳さん(本社)も前回の

狂言初上演に続いて狂言小舞｢七っ子｣を披露した｡

地元蒲郡市にお住まいの協和

OB尾崎行夫さんが奥様同伴で聞きに来てくださり､お祝いもいただいた｡防府工場時代からの知り合いの方も多く'何十年ぶりのご対面であった｡また,尾崎さんは蒲郡の親戚が経営するホテルで総務部長をしておられ､そこでのうとう会開催の可



能性を検討していただいたが実現には至らなかった｡
なお､今回をもって長年うと

ぅ会事務局をあずかってきた私
(安嶋)が翌年1月末で定年にな

ることから､後任を田辺博章さん(当時土浦工場)にお願いすることとにして､打ち上げの席上でT同の了解を得たo

狂÷･ロ小鼻

第一二　十-一ハ　回

協和-ど-全番組

平蔵九年十一月十五

全知長銀郡市三谷

(弟一日)

清
(四日市)

蝉
(&*)

羽
へt士)

楊　骨
(柿)

経九衣a
ユulれ

於　　サ

開演　十二時半

素　　　　謡

ツレ　上森　　泉

シテ　山野　噸三

ツレ　浜田紳t軸･

シテ　書付　申子シテ　野村　祥子

(キリ　*子入

シテ　山田点･tJ

ン　　ヒ

ル■丁(

高上
ズ山､ノ

ー十

三l六

七日

河大(

.1さ

ワキ　粥吋　政美ワキ　杉山　与やワキ　加*　息理

小　三池/J息　太　乾*　明)

ワキ　水先彰一

払耶-乙(書士)

段

鵜　　　･亀

へ書士)

独　　　　鼓

三池　/J息##　*夫

キ‖′1

-水泳-乙.伝
(本社)

閉脚凹

鐘-一く段
(書士)

EEm■quE即岨
牡鹿　　明

4<耗　孝夫
平見　　学

(小一三池　呼子へ太一近*　　明

西村　　洋三池　叩子三池　公息大林　良作書岡林太郎

羽
(防府)

藤
(宇部)

夫
(本社)

七　っ　子
(本社)

衣
･ア

鼓

山　　姥
(合札せ)

(弟二日)

祷弁慶
(本社)

葵　　上
(全女性)

通　　盛
(四日市)

シテ　本町咲百合シテ　岸田　羊二シテ　簾田　良jF

ツレ　書何せ太坤

シテ　西村　　淳

西村　　渉

ワキ　内田　和子ワキ　古谷　正凍り吉レ　　西本　為えワキ　人見　和才ワキ　森脇　　亮

(終了予定　十八時羊項)

相済　千舟八時羊

子　　人見　,RI才-モ　但見　叶啓

シテ　如見　落司

ーモ　内田　和子ツレ　加恭弥生子

シテ　*沢催都子

ツレ　山車多書方

シテ　佐*　性治

ワキ　　木谷芙美枚ワキ　　木谷　正鼓
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皐　　求　重量弓を

え

碁独塚連島久A)rl独

あー

(普+)(四日市)(吋舟)(本社)(宝生)

布端　孝夫洩井　　井森脇　　為手_　　　将

平見　　　　学高山　健一申

Eコ

**

氏
夫

(太一西村　　　洋



点呼
工人

胡　　　蝶紅.♯果狩
門川山　　　山H州側凪

有　　高
(土浦)

隅　田　川
(&*)

遅　　々
(金宝生)

居鼓部野仕

MmM

㌔ ~■ヽ　　.~■■ヽ　　　一一＼

音　字　上

土　中　浦
ヽ一･･･′　　ヽ_･.･′　　.)

Jf　卓　tEr

村　本　海

洋　鵡　博

子　と　手

11

内田　和子木谷芙美妓

*　　*

チ
蒜完洲諸帥　垂詣　醐

チ
蒜3蒜仙

書岡啓太%加*弥生子音何番太郎織部　武夫

子　西野　却明

シテ　笹井　点叶

子　　木野咲す合

シテ　瀬島　甘埠

(育)　平見　　学(育)西村　　淳ワキ　頒鼻　息虹

支社の田中源司さんの遺作がいくつか掛けられたo　田中さんは少し前に現役のまま病魔に倒れたのであった｡

番組では､三池公恵･曜子さ

んの親子共演のほか､西村淳･道子夫妻が独吟独調で　｢菊慈童｣を上演し､夫婦参加が珍しくないうとう会でも稀な共演で仲睦まじいところを披露した｡
会場のすぐ近くには｢源氏供

養｣　の舞台､紫式部ゆかりの石

山寺があり'二日目の早朝の時間を利用して訪れたり､打ち上げ後にゆっくり楽しむグループもあったoさらに､会場にもう
一泊して､翌日は船で竹生島諸

でしたグループもあった｡

また会場の近くには'かつて

はうとう会に参加していたOBの安近毅さんがお住まいで､7日目の夜に駆けつけくださり､何十年ぶりの対面という人もあった｡

シテ　高林　孝夫

ヮキ　杉山　暮せ
7才レ　浜田坤一申

ワキ平息学

蒜髭約,.蒜桐山

第一二　十七　回

協和うと

柑岬的　琵琶湖を望む大津の会場別報㈹　念願の竹生島詣も実現会場の住所が｢唐橋町｣　のと

おり'｢瀬田の唐橋｣から琵琶湖に注ぐ瀬田川のほとりでのうとう会となった｡参加グループは､北は土浦から南は防府までの謡仲間であったが､総勢四十7人となったo

琵琶湖といえば謡曲　｢竹生

島｣とあって､富士宝生グループの素謡がトップを飾ったDまた｢三井寺｣もご当地番組で防府グループが二日目に素謡を謡った｡

会場には知立市の第31回に自
作の能面や面打ち道具などを持ち込んで紹介してくれた名古屋

(弟l日)

竹　生　島
(a+)

草子洗小町
(&*)坐骨　知　鳥(土浦)

放　下　僧
(四日市)

素　　　　意
･ンテ　失見

ッレ　加恭

子　　　内田五泉　竹林ツレ　浜田紳

-会番組
平成十年十t月二十l日(土)　二十二日(日)於　滋賀県大津車庫横町二十三さ三

浪　官　県　甘　辛　合　舟

皿0775-37-2753
FAⅩ0775-3712756

(開沫　十三時)
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孝監欠)豊明)　ワキ森田　蓋か･子

実

l　触り

山　　　姥
(本社)

蝉
(土浦)

シテ　簾井　禅寺

ソレ　西野　和明

シテ　私見　美女

ツレ　山車多さ方

シテ　佐井　徳治

独　　　由羽

音同者太郎

ワキ　加東　佐音ヮキ　淵林泉強敵)ワキ　洩井　　井

裁　　　　あー

丸

太鼓　西村　　薄

田.ef　博幸



蒜巳　言鵜
舟　　　　浦

俊
(仝札せ)

関川_(四日市)

野
(本社)

･由へ希-丁へ
(大阪)

仕

源氏供養二3EE田　　　村
(観世)

戟

円mM

船弁慶
(宝生)

菊島AT･一

(本社)

亀

クセ

チ
大

山家多書方音名　　将磯部　武夫西村　　薄田包　博幸

普岡谷太%三池　公患

嘗　三池　呼子

血見

独仏1独萌

西村　迷子

シテ　甘田　並久シテ　i和田稗暴)

嵐　　山野　点と鹿　　井田　良輔

シテ　音同港太郎

太鼓　西村　　洋

ヮキ　淵林野鵜恥)ワキ　瀬島　常冷ワキ　西村　･洋

(終了予定　十七時四十か)

《幕二日目》

安　達　原
(四日市)

景　　清
(堺)

三　井　寺
(防府)

弘耶･一く段(四日市)

(粥演　　九時)

貴　　　　意

シテ　細野　政美

-モ　簾井　武夫ツレ　加東弥生子

シテ　水先　彰l

子　　内田　和子

シテ　･盲℡ハ　一男治

連　　　　AT

谷崎　組子津崎　長子洩野由史.a

ワキ　山野　噸三
ワキッレ上森　　泉

ワキ　山田　点とワキ　竹林　　実
ワキッレ浜田紳1.I.i

巾町　　　村(&*)
竹･止工島

(&*)
通小　町

(宝生)

獅　　　ヱ丁

(本社)

西一土　尊
(宝生)aL(乱せ)

羽　　､衣

(#*)

松　　風
(本社)

紅　葉　狩
(仝宝生)附親書

悶mHu

髄　　　　子奇　態　ユ丁内田　和子

ツレ　簾田　良輔

シテ　卓見　沖啓

シテ　平見　　学

ツレ　加藤　恵理

瀬も　骨埠浜田紳一郎加東　佐古浜田紳一昨高林　孝夫平見　　学

西村　･洋

大　音同者太郎小　三池　公息大　書同港太郎小　加東弥生子大　書岡啓太中小　磯部　武夫

太　牡並　　明首　平尾　　単音　西村　　洋太　強暴　　明首　乎見　　学

ワキ　　大森　大榛

(強■明)

ワキ　　失息　幸三

ワキッレ森田英基
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(終了予定　十三時半)(舟上粥始　十四時　)



回作6;　　富士を遠望する藤枝に約矧㈹　　門司から土浦までの謡仲間今回の会場は上森茂さん(四

日市グループ)の努力で決まった.建物は　｢エミナース｣　の名前が示すように丘の上に建つ眺望のよい近代建築で､国民年金健康センタ-であったD　富士山が遠望できて､｢羽衣｣　の三保の松原や次郎長の清水港などに近く､物語の多い駿河の国でのうとう会となった｡

参加者は､西は門司から島田
浩志さん'北は土浦の松尾英毅･曽田道久･小林誠さんと､全国規模で四十五人であったoうとう会の歴史が長くなると､かつての謡仲間が全国あちこちにおられ､今回は藤沢市から高野(現永山)正子さん(元東研グループ)が家族旅行を兼ねての参

加で､独吟｢葵上｣を謡った｡
また今回も夫婦で参加の西村

淳･道子夫妻(本社グループ)は､全観世の素謡　｢安宅｣　のシテ
(排慶)と子方(義経)を務めた｡

その夜の懇親会では､家庭でも

あつし

｢いかに淳｣　｢御前に候｣　という場面があるのではないですか､などと話題にされた｡

毎回のことであるが'磯部武
夫さん(大阪グループ)が地謡の省略個所を詳しく記した資料を作ってくださる｡今回もその末尾に　｢地謡は､地頭の謡にしっかり合わせるように心掛け-･お役の稽古以上に地謡のお稽古をして--･｣　と地謡の心得を説いてあった｡

第三十八　回

協和-とう全番組

平成十1年十l月十三日L土一～四日(日一女稚　さ枚エ-ナール

養親や為政河台･t(-fllm　054-645-1717

第　t　日　日H　　　　(牛後一時開演)　時間井守

貴　　　　　意

(宝生)

鶴

飼　シ. a;矢印旦幸雪　ワキ蛋霊

写真右から藤波先生､上森･山家さん

現役｡OBが多彩な活動

四日市工場謡曲部

四日市グループは名古屋を含

むグループであり'春の中謡会､秋のうとう会に向け各自練習に励んでいますo　工場謡曲部では､それぞれの会が近づくと研究所入口会議室で練習が始まり､さ

44

写真左から前列山野･上森･緑､後列浅野･津崎さん

らに近づくと従業員クラブでの練習'浅井さん'山家さんを迎えておさらいをし､年二回の会に望むといった練習が常となっていました｡ところが今回四十周年記念誌原稿依頼を期に､緑さんが練習を再開され初心謡本



玉蒜忠言冥首
府　　晩　　　却

重ふ
l

拍紺仕草　荷　盛

シテ　西本　鹿え
ッレ　山田　裁4[

シテ　叫帝　武夫
シテ　手相　節子

+i

ワキ　岸田　羊二

ヮキッレ古谷　正*
ヮキ　水滝　彰一

ヮキ　内田　和子

叔薮宮田

林

裁　血-

†エーtJ　段
羽　　　､衣小　品叩酋･H　我

(クセ)(寿7-)(キリ)

遷　　仏1･

西　内　永森

本　田　富　田

徳和正　英
と　子　人　基

わJt I■

東井　井野

浜田

神　位祥　武政
一　書手　克美

～

放　出汲･漣　額

佐　官凡　叫申　武夫　か*藤　　･ロノ助-一く　段

(本社)

通　小　町
(&*)

坤　　　部

4e鵡　孝夫

加中三三　三

恭旦池池　池

患宜叩公　公　称

理書子息　息　　生

申　　　　　子

上から順番に練習しようということで､会に関係なく会議室利用率が急上昇中であります｡四日市が誇る女性群(二名退職)も結婚により現在休止中｡何とか新人をと考え､従業員を対象に四日市能鑑賞会を年一回企画し環境づくりに努めていますが,なかなか新メンバーの獲得には至っていません｡

その他'名古屋の木谷芙美枝

さんは坂井音重先生に師事､稽古を続けておられるとともに,名誉師範として指導もされていて､昨年から中謡会にはお弟子さんとご一緒に参加いただき､

人数が減少気味であった中謡会が活気を取り戻しました｡

浅井･山家さん'上森は､藤

波重和先生に昭和六十7年から師事､毎月一回先生の稽古と藤波涛光会のメンバーとして､三重県観世流謡曲大会などに参加∩･山家さんは幸清流小鼓の稽古を再開され熱田能楽堂での発表会など多忙です｡佐藤さんは名張で､水野さんも四日市の会に所属しそれぞれ練習に励んでおられますo oBますます元気｡工場謡曲部としては新メンバ-獲得を目標に頑張っています｡

弟　二　日目　　　(八時三十分和地)

(四日市)

-45-

宮　林　晩　　シテ　山家　多さ芳

(土浦)
三　井　寺

ッレ　但見　叶啓

シテ　井田　良3Fシテ　も田　津息

ッレ　津崎　長子

シテ　山野　噸三
子　　西村　漣子ッレ　岸田　羊ニ

シテ　西村　　洋

ヮキ　人見　.A.広ワキ　竹林　　　実

ヮキッレ浜野紳l郎

ヮキ　上点　　凍
ヮキ　水滝　彰一

終了予定午後六時

(大阪･堺)

小

督
l

払町　　　ヱ丁

子　　西野　布明
･ンテ　私見　美女

ト毛　的吋　政美ッレ　加恭弥生子

シテ　町村　産布

田爪は

西村

ヮキ　洩井　　　井ヮキ　甘田　並久

ヮキッレ小林　　城

ヰ

故　血丁･連破1･

EM肥　　　即旧慣

西　行　ル伊東　　　風塵符柳
力肋羽　法　師

轟平　浅　春　載　田

林見　井　も　下　塩

辛　　　　　器　伴

え学　井　将　大　手



霊経妄梅盲
青　空　空　胡

一

-一く　段

髄
蝶

飼

西村　　淳

子

領帝　武夫

第三十九回

･禾
三池

シテ　花田　肴絶子

定　　　社*　　　明

公息　　III池　呼子

ワキ　永富　正人

協和-ど-全番組

平良十二年十l月十人EIT(土一-十九日(日)会場　京都卑生年金休暇センタI

京都府京町.y多々鼻m o774-62-3500

弟　　t MHH RHu

▲音

謡

(午後一時開演)　時間足守

政　　シテ　平見　学

ワキ　　中里　　　生育

終了予覚正午

(防府)

子浜田紳t郎

大仏供養ッレシ川田‰子禅寺

六年振りの京都に3 6人

次回記念大会の構想練る

(四日市)

嵐
(本社)

凍　　女

シテ　山野　噸三シテ　簾田　良胡

ワキ　加東　促音ワキ　上糸　　　茂ワキ　人見　和広

ワキッレ　西野　帝明

会場は第33回の亀岡市以来六
年ぶりの京都府なった｡今回も四日市グループがアンテナを張り巡らして探した所であった｡

今回も宇部グループが地元の
先生の会とぶつかり不参加となった｡このため参加者は三十六人となり'うとう会初期のころの規模になった｡

しかし'すごく熱心でタフな

参加者がいた｡所用のため第7日を欠席した富士グループの中里宜資さんで､夜行バスを利用して早朝に会場へ駆けつけ､こ

の日二番目の素謡｢鞍馬天狗｣のワキを演じた｡

番組は第1日が全観世流の素
謡｢玄象｣､第二日は全宝生の番輝子｢程々｣　で締めくくった｡

次回が第40回の記念大会にな
ることから､打ち上げではそれが話題の中心になった｡会場を故水原一瓢さんの　｢六瓢能舞台｣を第1候補にして'十一月二十三･二十四日に開催する､出来るだけたくさんの参加を呼びかける'四十周年記念誌を発行することなどを確認した｡

独･払1･連　　破1

林立　IbJ　段間山　　　田⊥八　鹿　御　岳干　　ロンギ
育　　　　英紅　葉狩

独

船　弁慶

前後と替mMp

薪　ItJ　段

位

黒　　　俊,歌　　　占

照mm止mmは

蕗か　平木　tF竹浜　三

井東　尾補　強　林田　池

祥佐　　手　樽　紳公

考古　学大　手　実一　息

郎

西村　漣子音同　港太郎

西村　　　淳

大祐　良作
ふT里　　宜替ハ

加東　恵理三池　昭子三池　公息森田　英基官用　啓太%



(大阪･堺)

藤　　　戸　シテ　瀬島　官命

(仝宝生)山千　　　蔀　シテ　岡田　英明(仝札せ)

師　　　　山家多古芳ツレ　　加藤弥生子

音　　　象　シテ　磯部　武夫

ワキ　水泡　彰　t

ワキッレ　藤井　武夫

ワキ　乎見　　　学ワキ　　可包　博手

鼻一日日終了予定十七時半項

第　二　口H　日H　　　　　(八時三十分明地)

(土浦)

経　　　正
(書士)

韓馬天狗
(大阪･堺)

巻

絹

シテ　小林　　　端

子　　　加藤　恵理

シテ　森田　英基

ツレ　　網野　政美

シテ　山田　　点と

悶q=

西村

ワキ　大森　大陸ワキ　　中里　　宜資ワキ　　田村　直却

･洋

雨定席

独　月家書独

鼓　　　　吟

題羽　法　師

髄　　　子

-小　　　骨

野　　　-官ロ

音同　番太%##　　　*妥島　　　将高林　孝夫

三池　公息

音同港太%山車多書方官岡啓太申磯部　武夫

西村　　　ヾ拝平見　　　学

(四日市)

松
(防舟)

蘇
(本社)

音　速

虫　　シテ　佐東　棟治

シテ　浜田　紳一郎

原　シテ　但見　時啓

寺　山t町　子

.牡,菓狩　内田　和子

ワキ　山家多書方ワキ　竹林　　　夷ワキ　最下　鵡夫

ワキッレ　大森　大建

官印啓太%かさ弥生子

平見　　　学

(金宝生)

狸

並骨　髄　子中里宜脊々　　森田　-諾啓誌詣叩朋

(下り竺乎息学

水原舞台で久々在京夫人も参加

40回記念大会盛り上がる
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自ら　｢農学部の男が能楽師に
なった変わり者｣　と称した故水原一瓢さんが'凝りに凝って造った六瓢能舞台は謡いやすい｡うとう会としてのこの舞台は'第2 8回以来十二年ぶりである｡参加人数は九十人から五十人と減ったが'二日間の熱演を天国の水原さんも楽しんでご覧になられたことであろうD

番組のトップは素謡｢鶴亀｣

で本社グループの新人､北河康

之さんがシテ､富田篤尚さんがワキでの初舞台であった｡水原夫人の圭子さんが仕舞｢東北｣を舞った｡

第一日を全観世の素謡　｢求

塚｣　でしっかりと締めくくった後'小田急線で町田市へ移動｡宿舎のホテル町田ヴィラは､元東研グループの謡仲間で協和発酵から独立した松本正さんにお世話をいただいた｡
懇親パーティを兼ねて四十周



年記念誌のための取材を参加者全員発言の形で行った｡この内容を別掲の特集｢うとう会4 0年と"私の謡曲"｣　にまとめた｡

第二日には在京夫人グループ
も久し振りに参加してくださり､素謡｢巻絹｣　を謡った｡全宝生の素謡｢富士太鼓｣　で二日間を謡いおさめた後､打ち上げに入

り､前夜のパーティで残った取材の続きを行った｡
取材の中では､思い思いに自

分の謡曲への思い入れを語っていただいたが､うとう会創設から牽引車の役割を果たしてこられた方々の言葉には､長年の精進の結晶が渉んでいた｡

玉

E田州山

mM盟

高林　孝夫

悶伯Mu

三池　公息

弟　四　十　回

協和う

ど-全番組
平蔵十三年十一月二十三月(金)　二十四日(土)

盤渉楽

花　　笹
(大阪)

野　　営
(東京)

鶴　　　亀

キ‖ノ

羽　　､衣

キリ

(第一日)

鶴　　亀
(東京)

胡　　蝶
(客土)

通　　盛
(四日市)

正明法師
･船弁慶

東　　　北藤　　-ロノ

田川Mシテ

卦　　大　和

伺演　十二時羊

東

北河　鹿と

シテ　加藤　恵理

ッレ　山野　噸三

シテ　上束　　茂

独　　　･吸7

三池　公息中村　侶申高山健t印

･k　払　能　貴　台

ワキ　官甘　馬尚ワキ　森田　英基ワキ　洩井　　井

田

･t呆･曾t<

求　　琢
(仝観世)

村

西村　　淳

ッレ加東　弥生子

シテ　磯部　武夫シテ　野村　息亮

漣　　　　萌

大凍　え竹中旦　生育三池　公息高田　呼子か鼻　息選

任　　　　寺

ヮキ　淋4　才ヰワ吉レ　　田村　直井ワキ　*甲　良職

(キリ)

ヒ

ー一｢ノ

盛　　(キリ)

森甘　美基氷点　圭子雷同啓太郎
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ッレ　　木谷美臭腺

シテ　西村　　淳

ワキ　洩井　　昇

(終了子え　十七時項)

･空ハ　　盛　　(･藩　)

連

冷　　風借｢止工島

田地　博幸妾嶋　　将
払1･

大森　大鹿但兄　嫁啓B砲　博幸西野　却明

(第二日)

賀　　茂
(堺)

小　　督
(本社)

熊　　野
(官主)

開演　午帝九時

ッレ　網野　政美

シテ　水滝　彰一

シ　　　　　　ット

ツテ　　　　　シレモ

レ　　　　　　テ

大　　　　　波亜

矢満　　　　船也下

見　　　　　井

良　　　　　尚尚

亨作　芳子夫

ワキ　山田　義之
ワキッし　藤井　武夫

ワキ　人見　和広ワキ　中里　宜育



鶴野　　,官紅藩未狩

.船･4寸座
辛

(四日市)

蔀

巻　　絹
(丘京夫人)

富士太鼓
(仝宝生)肘永音

独　　　　　止丁

新井　　組

舞感子

木谷芙孟　　蒜完㌢舶醐

居感7丁

:...1　霊　｣….:

り　?i朋..jJT･.

ンテ　木谷芙美妓

ツレ　河盛　連子

シテ　天野美智子シテ　娘冷　点延

子　　高山鍵L郎

(笛)音岡啓太郎(育)高田　呼子(首)　高田　呼子

Tか　山家貫首貫ワキ　小池　分子ワキ　岡田　英明

露郎門㍍崇㈹鞘朋}

I ｢花匡｣の加藤･磯部･瀬

島･田村さん
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ー全宝生の｢富士太鼓｣前列左から高山･鍛治･岡田さん1上全観世の｢求塚｣役は左から木谷･西村･浅井さん1下　｢大和六瓢能舞台｣　で記念大会を盛り上げた全参加者



現役社員はゼロに

OB二人だけの
支社での楽しみ

大阪支社謡曲部

大阪支社グループは今年七月

に現役社員が転勤になったため'OBだけになりました｡

昭和四十九年に私は定年を間

近にして大阪支社へ転勤しました｡その時､斎藤弘之さんから謡曲部をつくるから教えてほしい､と頼まれましたDそれ以来約三十年'人数は思い出せませんが､多くの方が謡曲を勉強されました｡

その謡曲部が､一昨年に今

村和郎さんが本社への転勤で､現役部員が田村直邦さん一人になりました｡部員一名で部といぅのもおかしいので'大阪支社謡曲部は休部することとLt o

Bの瀬島常雄さんと同好三人の集まりとして'写真のように稽古を続けてきました｡今年七月に田村さんが転勤になり､いよいよ現役で謡曲をする人はいなくなりました｡

このような事情を土屋支社長
にお話し､oB二人で稽古する場所を従来どおり使わせていただくことをお願いし､快くご承諾をいただきました｡稽古といぅより､二人で謡って楽しんでいます｡それは別項の　｢私と謡曲｣　に書いたように､謡の上達法の第一は数多く謡うことで'それを実践しているわけです｡

一番人数の多かった時は藤沢
佐都子さんや加藤弥生子さんらがおられました｡藤沢さんは宇部工場のメンバーでしたが､娘さん家族の転宅とともに大阪府泉南郡で同居され大阪のメンバーに加わりましたo　大阪支社までlRなど駅の階段が苦痛になり来られなくなりました｡加藤さんは門司工場グループでうと

右から田村･瀬島･磯部さん円内は藤沢さん

~~~~~~~二

済_ ---=ii-竿〒j2;=二千二享

ぅ会に何回か参加されていましたが､ご主人の転勤を機に大阪のメンバーになりました｡小鼓も手ほどきしました｡今も防府

で私と同じ先生の久田舜一郎師に習っておられます｡

本社･支社では工場の人に比

べて転勤の多く､その上営業関係の仕事では'定刻で進むことがまずありません｡私も営業の時は　｢今日は先生の稽古日だから…-｣　と心の準備をしていても突然の来客などでダメになることがよくありました｡私の場合は先生の稽古日が月火水の組と分かれていたので､臨時に異なる組の日にお願い出来'月二回の稽古はあまり欠かすことはありませんでした｡

最近､何とか若い人を誘いた

いと考えますが､誰に呼びかけ'話しかけたらよいのかわかりません｡若い人が少なくなったのは､会社の謡曲部だけではありません｡私の先生の稽古場でも若い人はいません｡

どうか皆さん'若い人を誘っ

てください｡特に会社の現役の方に'くれぐれもお願い申します｡　　　　　(磯部武夫)

50



協和うとう会第1回～第40回の開催記録 
回 1 迄､ｨﾜ9D霾�?｢�33R縒��r�会場 伜����)�B�メモ 

静岡熱海.健保熱海荘 �#��観世.宝生合同謡会 

2 3 �33b繧�#��33r綯��r�33ゅb�#2�3C�����3��3C�貳ﾂ�#��3C2����#��3CB貳ﾂ��2�3CR�������静岡修善寺.あさば旅館 ��r�

静岡熱海.健保熱海荘 静岡熱海.健保熟梅荘 �#R� 

4 5 6 剴#R� 

静岡熟梅.健保熱海荘 �3R� 

静岡熱海.つるやホテル �3�� 

7 剋O重湯の山.四日市倉庫保養所 �#�� 

8 9 剞ﾃ岡網代.協和網代荘 �3R� 

静岡二島.佐野別邸 鉄�� 

10iS46.10.24 剞ﾃ岡浜松.西遠荘 田��i 

ll �3Cr纈��r�3Cゅ偵�R��b�3C偵����偵#��3S������ゅ���3S�貳ﾂ綯縒�3S"貳ﾂ絣綯�3S2貳ﾂ紕絣�3SB����#��#��静岡三島.本山妙法華寺 �"�s#��

12 13 剞ﾃ岡浜松.奥山半僧坊 田B� 

静岡浜松.舘山寺荘 都B� 

14 15 剔蜊辮％c.山手会館 塔B�宿泊:ニューナニワホテル 

三重湯の山.希望荘 涛�� 

16 剋｠賀三井寺.法泉院 塔r�

17 剋O重湯の山.希望荘 塔�b�

18 剳ｺ庫竜野.赤とんぼ在 都r� 

l9lS55.ll.1.2 剞ﾃ岡袋井.可睡斉 塔H���

20 �3Sb貳ﾂ縒繧�3Sr�����b��r�3Sよﾆﾂ絣綯�3S呈ﾆﾂ�2紕�3c�貳ﾂ�"�2�3c�貳ﾂ���"�東京東北沢.清風クラブ 涛b�卜宿泊:晴光園 

21 22 23 剋｠賀犬上.多賀大社参集殿 都�� 

静岡袋井.醍醐荘 塔�� 

静岡熱海.岩間荘 都2� 

24 25 剳ｺ庫神戸.須磨荘 田�� 

滋賀長浜.豊公荘 鼎��

26.S62.ll.7.8 剳ｺ庫相生.あいおい荘 田�ﾂ�

27 28 29 30 31 32 33 �3c2貳ﾂ絣綯�二重湯の山.希望在 田�� 

H元.ll.4.5 H2.ll.10.ll H3.ll.9.10 ���=��ﾉ�Y��驟ｩUｩEﾉY��B�90 偬迂�ｨ+8*ｨ-ﾘ,ﾂ�

奈良西ノ京.相宗大本山薬師寺 塔�� 

山口防府.渡辺舞台 都B�宿泊:玉泉湖温泉 

H4.ll.7.8 H5.ll.13.14 H6.ll.12.13 �I&ﾙ&ﾙzr靫���)]X����64 ��

二重鈴鹿.椿大社 鼎r� 

京都亀岡.大本本部春陽殿 鉄b� 

34 �� H7.ll.ll.12 弍)Xﾉwｹ��4�8ｨ�ｸ92ﾘ4869wｹ��51■ 
I � 

;● �6ﾘ�"ﾘ72� ��

36 買呈ﾆﾂ��R��b�愛知蒲郡.サンヒルズ二河湾 鼎�� 

37 買��貳ﾂ�#��#"� ��盟.1.､地目AB ��� 

38 39 陪ﾆﾂ貳ﾂ��2��B���"貳ﾂ��ゅ���I 静岡藤枝.藤枝エミナ-ス ��
45 ��

京都京田辺.厚生年金休暇センター �3b� 

40 買�2ﾆﾆﾂ�#2�#B�神奈川大和.六瓢能舞台 鉄��宿泊:ホテル町田ヴィラ 

一51-


